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事  務  所   東京都千代田区霞が関三丁目３番１号

           尚友会館ビル２階

                    豊 友  法  律  事  務  所

                    電 話    03-3502-0882（代） ＦＡＸ    03-3502-0880

      弁護士   弁理士    金   井      重    彦 

生年月日  昭和２７年５月８日生

【学 歴】 

昭和５１年   立教大学法学部法学科卒業

昭和５７年   立教大学大学院法学研究科博士課程前期課程修了（立教大学法

学修士）                 

平成１４年     成城大学大学院法学研究科博士課程後期課程単位満了退学 

【資格取得】 

昭和５６年     司法試験合格

自昭和５７年  最高裁判所司法研究所入所（第３６期修習生・東京修習）

至昭和５９年  司法修習修了（辯護士） 

【職 歴】 

昭和５９年４月４日  辯護士名登録（  登録番号１８９６５号）東京辯護士会入会

柳瀬法律事務所勤務辯護士（一般訴訟のほかキャラクター、

映画製作契約書など作成）、 

昭和６１年     大和証券入社 企業提携部に所属 

昭和６３年      金井法律事務所を開設（東京都港区元麻布）

平成４年         東京都港区六本木の現在地に事務所移転

辨理士登録（辨理士会  登録番号１０２１７号）

平成８年        立教大学法学部非常勤講師（法実務実習 平成16年3月まで） 

平成9年      静岡産業大学非常勤講師（知的財産法）（平成12年まで）

平成１２年     立教大学大学院法学研究科非常勤講師（法実務演習）（平成16

年3月迄）

平成１７年     琉球大学大学院法務研究科法務専攻（法科大学院）

非常勤講師（「知的財産法」 「著作権とIT」）（平成19 年ま

で）

平成１９年     筑波大学法科大学院ビジネス科学研究科（法科大学院）非常勤

講師（著作権法） 
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【東京辯護士会関係経歴】 

平成５年     東京辯護士会図書館委員会副委員長（平成6年3月迄）

平成６年     東京辯護士会綱紀委員会委員（平成7年3月迄）

平成７年     東京辯護士会常議員（平成8年3月迄）

        財団法人東京辯護士会育英財団評議委員

平成１８年  東京辯護士会知的財産法部 部長(平成20年3月末日まで)  

【日本辯護士会連合会関係経歴】 

平成７年   日本辯護士連合会代議員（平成8年3月迄）

               日本辯護士連合会知的所有権委員会委員

                （知的財産制度委員会に名称変更して現在に至る）

平成１０・１１年度 

         日本辯護士連合会知的所有権委員会副委員長

平成１５年 日本辯護士連合会知的財産制度委員会委員

同著作権小委員会委員長（平成１８年３月まで）

日本辯護士会連合会 編集委員会委員

【官公署関係経歴】 

裁判所関係 

平成７年１月１日至平成１１年      東京簡易裁判所司法委員

平成１４年４日（平成１８年1４月まで）  東京家庭裁判所員調停員

平成１５年１月（平成１８年４月まで）   東京家裁参与員

平成１７年               東京家事調停協会 理事 

平成１８年４月から           東京家庭裁判所家事調停官 

   行政関係  

平成１５年１０月（現在に至る）        人権擁護委員(法務省) 

平成１６年７月 （平成１８年２月まで） 

     文化庁文化審議会臨時委員（著作権分科

会） 

平成１９年１１月            法務省・平成20年度司法試験（新司法

試験）考査委員 

【公益】 

自平成１０年３月２６日至平成１３年３月３１日 

工業所有権者仲裁センター調停・仲裁人候

補者

自平成１３年４月１日至平成１６年３月３１日 

日本知的財産仲裁センター調停人・仲裁候

補者
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自平成１６年４月１日～現在 

日本知的財産仲裁センター調停人・仲裁 

候補者

【日本弁理士会関係経歴】 

平成１５年１月３０日 日本辨理士会侵害訴訟代理研修講師（不正競争防止法）

平成１６年１月３０日 日本辨理士会侵害訴訟代理研修講師（不正競争防止法）

平成１７年１月３０日 日本辨理士会侵害訴訟代理研修講師（不正競争防止法）

【賞罰】 

なし

【著書・論文】 

 （論 文） 

「パブリシティ権」（平成13年度秋季弁護士研修講座所収  平成14年 商事法務研究会）

「デジタル化時代の写真の扱いは著作権と著作者人格権に注意ＣＧ時代の著作権法上の  

問題点を考える」（日経ＣＧ平成６年４月号）

「コンピュ－タ・プログラムの法的保護」（月刊  情報処理試験３月号）

「贈与の研究 」(「法学周辺」昭和５１年 立教大学法学部）

「贈与の法人類学的研究」 （昭和５７年 修士論文・未公刊（公刊予定））

「株式買集めの類型化と商法証券取引法上の問題点」（手形研究４２０号）

「銀行業務とＭ＆Ａ」   （連載  手形研究４２４号~４５５号）

「企業買収の実践的防衛策」（ビジネスガイド平成２年１月号）

「ＦＰ業務は銀行の収益源となりうるか」（週刊  金融財政事情 平成７年3月20日号）

「わが国における葬送儀礼の自由化の道すじ」（宗教法21号 平成１５年 宗教法学会）

   （判例評釈・判例研究） 

「システムサイエンス事件抗告審決定」（「著作権法学」20号  平成５年著作権法学会）

「システムサイエンス事件」     （「著作権判例百選第二版」平成６年 有斐閣）

「プログラムの複製」        （「著作権判例百選第三版」平成１３年 有斐閣）

「自己の氏名」           （「商標・意匠・不正競争判例百選」（平成１9年 

有斐閣）

 著  書   

「刑事訴訟法講義」（白露 平成  年） 

「刑事訴訟法ノート・訴因」（日本大学司法研究所  平成  年） 

「著作権の基礎知識  コンピュ－タ・プログラム」（ぎょうせい 平成４年）

「著作権の基礎知識  マルチメディア時代のコンピュータ・プログラム」

                                              （ぎょうせい 平成１０年） 

「デジタル・コンテンツ著作権の基礎知識」（ぎょうせい 平成１９年）



 4

編  書   

「著作権法コンメンタール上下」

     （小倉秀夫と共編著 東京布井出版 平成１２年 平成１４年刊）

「パブリシティ権 -判例と実務-」（編著 経済産業調査会 平成１５年刊）

「Ｑ＆Aインターネット商取引ハンドブック」 

         （根田正樹、小野克明らと共編著 弘文堂 平成１４年刊）

「不正競争防止法コンメンタール」

   （小倉秀夫、山口三恵子と共編著 レクシスネクシス・ジャパン 平成16年） 

「知的財産法判例」

   （矢野敏樹、秋山佳胤、高橋淳、細田はづき ,と共編著 学陽書房 平成17年） 

「意匠法コンメンタール」

   （寒河江孝充・峰唯夫と共編著 レクシスネクシス・ジャパン 平成19年） 

〔講演等〕 

 平成１４年 東京辯護士会 「パブリシティの権利」  

平成１９年 東京弁護士会  「デジタル化・ネットワーク化時代の著作権」 

【所属団体 ・ 所属団体】

東京辯護士会 

日本辯護士連合会

日本辨理士会

【所属学会】 

著作権法学会

日本工業所有権法学会

宗教法学会

日本私法学会

日米法学会

【所属研究会】 

東京辯護士会 知的財産権法部

著作権法学  著作権判例研究会

 知的財産権研究会     


